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座談会

保健所行政30年の歩みと将来の展望
ー第 2部・衛生監視業務について一

司会者 大阪市環境保健協会理事長 中山信正

演者 大阪市西成区長 猫西一也

大阪府衛生部食品衛生課 t 査佐々木寧

大阪市東住吉保健所 食品衛生監視員 天堀和衛

大阪府泉佐野保健所じ査環境衛生監視員 古川 澄＋

大阪府吹田保健所

大阪市大正保健所

朝倉 本日は、 「保健所行政30年の歩みと、

将来の展望」というテーマの第 2部として衛

生監視業務について、これから座談会をして

いただくのでございますが、お忙しい中を多

数ご参集下さいましてありがとうございます。

衛生行政のなかに監視業務が加わって30年

になりますがこの間に環境衛生、食品衛生に

係わる諸問題がつぎつぎに提起されて、監視

業務もその範囲、内容ともに拡大され、かつ

充実されてきました。本日はそれぞれの分野

でご活躍されている方々にお話いただきたい

と思います。

司会をお願いしている中山先生については、

今更ご紹介するまでもありませんが、昭和13

年京都帝国大学医学部をご卒業後、 22年に大

阪市に入られて大淀、東淀川、北、南各保健

所長、食品衛生課長、予防課長、衛生研究所

長、衛生局長、環境保健局長を歴任され、現

環境衛生監視員 湊 和夫

環境衛生監視員 川村 清

在は財団法人大阪市環境保健協会理事長、大

阪市教育委員長としてご活躍されております。

それでは中山先生、よろしくお顧いします。

中山 中山でございます。講師の皆さんの

ご協力をいただきながら、話の進行役をつと

めさせていただきます。

はじめに監視活動では大先輩である猫西さ

んからご発言、お願いします。

衛生監視員の教育制度論白熱

猫西 西成区役所の猫西でございます。監

視員時代は大分以前のことになりますので資

料を整理してみました。

昭和35年 4月に近畿食品衛生監視員協議会

が結成されており、その 4カ月後に厚生大臣

の私的諮問機関である、 「公衆衛生教育制度

調査委員会」によって衛生監視員制度が検討

され、中間報告が発表されております。
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この報告は、昭和35年10月の第16回日本公

衆衛生学会自由集会で検討され更に、 36年 3

月には、近畿食監、環監合同研修会の場にお

いて検討されたのみならず、市レベルから全

国レベルまでの監視員組織で広範な人が参加

し、検討が行われました。

監視員の教育制度としては、まづ2年制の

養成を終えた人を二級監視員とし、この上に

ー級監視員、専門監視員の養成を行っていく

という考え方が柱になっていました。これに

対し、大阪や近畿の衛生監視員会では、基本

の教育年限を、なぜ2年にするのか、という

ことに論議が集中しました。

衛生監視員制度をしっかりしたものにする

ためには、その基本教育年限は 4年制（短大

卒ではなく大卒）にし、その上に、一級や専

門の監視員の制度を協くべきだと要望し、更

に、中間答申には教育制度はあるが、今後の

公衆衛生行政の中における「衛生監視員制度」

のビジョンを併せて検討されるべきであろう

といった考え方を、全国の食監会や環監会を

通じて委員会に表明するよう近畿の食監会や

環監会は、ずいぶんと活発に動きました。こ

ういう近畿の動きは、各プロックヘ波及し、

結果的に "2年制”の案は制度化をはばまれ

た形になりました。

ただ、ここで特に申しあげておきたいこと

は、この中間答申作成の中心となられた、国

立公衆衛生院行政部長の橋本正己先生の、衛

生監視員の教育制度のあり方に対するご研究

に対しては、当時の私達、近畿の食監・環監

会のメンバーすべてが高い評価をしていまし

た。ですから、衛生監視員制度をうらづける

環境衛生基本法の検討もお願いしたい、とい

ったようなことを申しあげたりしていたので

す。

またこの衛生監視員制度の検討会には、労

働組合の幹部も参加するなど、熱の入った制

度論をやったことを、おぼえています。

そういう状況の中で私は昭和40年、西成保
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健所へ衛生課長として行きました。そこで何

をしたかといいますと、主にネズミ退治であ

るとか、環境衛生をやりました。こうした事

柄は非常に興味をもってやっておりました。

それが後の万博の衛生対策で役に立ったわけ

です。万博の場合、一言でいいますと地域衛

生計画です。

万国博と衛生対策

ネズミがどれぐらいおるのか、ゴミがどれ

ぐらい出るのかということで役にたったわけ

です。衛生課でゴミ処理から、ネズミ退治、

あとの清掃、それに食品衛生全部をやりまし

た。ですから、建物が出来る時のチェックか

らそういうのまでを一元的にやれたわけです。

その中で私が一番良かったと思うのは、あ

の中に食品施設従業者が約 6千人いたわけで

すがとても 6千人全部は教育出来ないので、

6百人を対象にリーダーとして徹底的に教育

しようというわけで教科書も 2種類、一般用

を6千冊リーダー用を 6百冊用意し、あらゆ

る視聴覚教材を用い、教材だけで3百万円程

使いました。とにかく担当の監視員の声が出

なくなるぐらい徹底した教育をやりました。

その 6百人の人達が非常に良くやってくれた

わけです。これを私は今後の食品衛生行政の

面で生かせないかと思います。一人の食監の

力には限界があるが、そこで生まれた協力者

が百・ 2百となれば大変な力を発揮するわけ

です。万博の衛生対策がうまくいったとする

ならば、先程の 6百人の従業員のリーダーの

協力があったからに他なりません。

それと環境衛生との連繋が非常にうまくい

ったからだと思います。

私は、 30年をふりかえってみて、何事も 1

人の力ではなく多くの人が力を合わせること

の大切さを思います。そして、教育の大切さ

であろうと思います。

私もいろんな教育を受けてきました。忘れ

たことも多いわけですが、しかし忘れたあと



にも何か残るものがあると思います。ですか

ら教育というのは忘れたあとでも何か残るも

のだという実惑を私は持っております。

中山 皆さん方もある程度事情をご存知の

方が多いから、一応猫西さんが言われること

にお察っしがついたと思うわけですが、続い

て佐々木さんにお願いいたします。

佐々木 私は昭和47年から発足しました、

食品衛生専門監視班で情報とか資料の収集・

提供、あるいは監視技術の開発などで、食品

衛生監視の内容を充実させるという仕事をさ

せていただいてる訳ですが、その業務の中か

ら考えました事を今日は申しあげたいと思い

ます。

食品衛生法の歩みとかいろいろのエピソー

ドや私どものわからないお話は猫西先生から

話していただきましたので、私は食品衛生監

視の内面的な事柄というか、表に出ない事や

日頃考えている事を申しあげたいと思います。

監視体制三本の柱

といいますのは、食品衛生監視あるいは監

視体制の問題という事になると常に問題が提

危されまして、ある意味で言うとこれが解決

されないと食品衛生監視は円滑に機動しない

と言われている事がいくつかあげられていま

す。一つは食品衛生監視員の絶対数が足りな

い。二つ目には検査体制の強化確立が必要だ

し、三つ目は食品衛生監視員の資質の向上で

あり、あるいは研修内容の充実これらはどう

しても行わなければいけない。

これらが出来ないと監視率の向上とか、あ

るいは科学的な行政が出来ない、こういう事

が出来ないという時点で全てが凍結している

様な印象を受けるわけです。

この三点は皆さんもご承知のように、極め

て必要な事だし、実現せねばならない事だと

思うわけですが直ちに全てをかなえさせるこ

とは現在、非常に困難な状勢だと思います。

従いまして一の点については、大阪府、市

とか、あるいは今のお話しにもありましたよ

うに全国的な規模でも種々検討されています

ので、本日は食監の増員とか検査体制の強化

を論ずるより、むしろ現実の食品衛生体制を

より実りあるものにするにはという点、食監

の資質向上について惑じていることを申しあ

げます。

食品衛生監視本来の姿というのは、日常流

通して消費されている食品の安全性を確保す

ることだろうと思います。その確保の方法な

んですが、食品の調理・加工あるいは製造、

販売、これにたずさわっておられる業者の社

会的責任で自主的な管理これによって食品の

安全性を確保されることだと思います。

で、監視員あるいは監視体制というのはこ

れを適切な方法でチェックするということ、

あるいは自主管理の実施状況を監視して、指

導するのが業務であろうと思われます。

今の食品衛生法でいきますと、新しい規格

碁準だとか指導要頷とかが設けられまして、

例えば最近でいきますと、油菓子とか食鳥肉

の処理加工、あるいは容器包装済の加圧、加熱

食品こういうのがでてまいりまして、実際こ

れを大阪で充分徹底して実現していくには、

非常に困難な問題があるのではないか。

逆に法律は現実より遅れるという話がよく

ありますが、現実には法律あるいは国のレベ

ルのほうが現実を上廻っている場合も多い気が

します。むしろことばをかえると、食品衛生監

視の難しいのは主として、中小企業とか個人常

業の監視の際に対面して、現実にこういう施設

とか営業者に対する指導をどうするかという

のに悩んでいるのが食監ではないかと思います。

一般的にいわれますように、大企業の監視

が、技術的にむずかしいというようなことは

本当はそうではないのではないかという気が

するわけです。何度も申しあげますけれども

小規模な営業者のレベルアップということが

むしろ問題ではないかということです。
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監視業務のむづかしさ

今度は食監の業務の内容ということで猫西

先生もいろいろお話になっておられましたが、

私なりにいろいろ考えてみますと、食品衛生

法の業務を例えば細菌的な発想を主とした時

代とか、或いは化学的な事項が中心になって

いた時代とかいうような時代が、確然とは出

来ないとは思うのですけれど、やはりあった

だろうと思います。今は化学的なものから、

やや法律的にもそうだと思うのですけれども

物理的な問題が、食品の概念の中に非常に入

ってきてるのではないかという気がします。

例えば簡単なようですけれど、水分活性の

概念とか酸化還元原理の問題、あるいはもっ

と単純な問題で温度の問題、それからこの頃

よく工場なんかで設計されますいわゆる空調、

こういう問題は、やはり食品と食品そのもの

についての物理的な問題ですね。このような

問題は、かなり出てきているのではないかと

いう気がします。

ですから、そういう流れということもある

程度、考慮していかなければならないですし

そういう物理的な問題の実体の把握が、これ

から必要になってくるのではないかというよ

うな気がします。

そういうことですので、今なお監視の中心

になってますのが、細菌的な発想でないかと

いう気もしまして、あまりこのようなことば

かりしてますと、例えば衛生管理が薬品など

でやられますように、 GMPの問題とか被害

分析ですね。重要三点方式というんですが、

HACCPというような、このような方式に

かわりつつある時代になってまいりますので

細菌的な発想だけで、単なる有害物の排除、

要するに細菌をつけなければいいのだという

ような監視をやっていきますと、いつか行政

は、消費者から分離してしまうのではないか

という気もするわけです。

あまりいいことばかり言いますと申し訳な
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いのですけれど、それではどうすれば良いか

ということなのですが、実際答えは、なかな

か難しいと思います。

答えになるかどうかわからないのですが、

やはり食品監視の将来を考えた時に、私は一

番重要なのは、食監の知識の向上だろうと思

います。ただ、食監の知識、技術の修得とい

うのは、一般的な研修の場というより実際に

現場で一人一人が独自でやっていただくとい

うのが、一番効果があるのではないかという

気がします。ただこの為には、例えば組織を

チーム化するとか計画をシステム化するとか、

あるいは食監の一人一人が意欲を以て知的水

準を向上させるようなことのできる、いわゆ

る仕事の管理ですね。このような外的な条件

も非常に必要だろうと思います。

業者指導と自主研究

私は、将米食品衛生監視員の業務で必要に

なってくるのは、営業者に対する指導ですね。

監視よりもむしろ指導だろうと思います。

換言しますと、コンサルタント業務が一応、

食監の仕事で一番重要になるのではないかと

いう気がするわけです。これらの事を充分に

こなす為には、監視対象の施設とかあるいは

業務、やってる内容、こういう内容の全体的

な把握とそれから自分で検査をするか否かは

別問題としまして、食品の検査に対する知識

を、もつと食監はもたなければいけないので

はないかという気がするわけです。

一例をあげますと、牛乳検査成績は点検を

しましても、その検査成精を熟知していない

と適切な判断を下せないだろうと思うのです。

従いまして、今食監に特に必要なのは食品衛

生の知識を現場で生かす腕、それと説得力で

あろうと思います。

こういう意味で、今府とか市の食監協が、

おやりになっていますような、プロック別と

か或いは府県別の自主的な研究テーマですね。

この決定から発表までのプロセスとか、その



内容、こういうのが一番食監の資質の向上に

役立っているのではないかなという気がして

いるわけです。

終りに、最近の業界の動きを例にとりまし

て申しあげておきたいと思うのですけれど、

たとえば、今スーパーの場合、店内とくにバ

ックヤードという制度、いわゆる包装作業な

どをする所ですけれど、店内とくにバックヤ

ードの細菌対策ということが、非常に問題に

なってきておる。これが衛生の問題というよ

り食品の鮮度劣化を防いで、いかに利益率を

あげるかということで関心を呼んでいるわけ

ですけれど、逆に食監の立場からですね。食

品衛生の充実が利益率の向上につながるんだ

との発想のもとに、積極的にできれば、食品

衛生の指導権をもつことができれば、食品衛

生は安泰といえるのではないかと思うわけで‘

す。

何度も申してもうしわけないのですが、要

するに“人は石垣、人は城”といいまして、

監視制度の根本は、やっぱり監視員だろうと

思うのです。

最後になりますが、従来の食品衛生監視と

いうものが、食監自身の立場からみましても

施設数に追いつかないということで、監視の

内容というようなことを考える余地がなかっ

たというのが、事実だろうと思います。

私どものチームで試算しますと、これは府

の場合ですが、昭和60年頃になりますと施設

数の増加も殆んど止まってしまうだろうと推

定しています。そうしますと、この頃になり

ますともちろん冒頭で申しましたように、監

視員が増員されたり、検査体制の整備もされ

ているだろうと思いますが、こういう形にな

りますと、監視の内容とか実績とか、そのよ

うなことを毎年検討していかなければいけな

くなるのではないかという気がします。

そのようなことで、今からそういう構想を

考えておかないといけないという時期にきて

いるのじゃないかという気がしております。

中山 ありがとうございました。役所側か

らみた場合、まことに頼もしいご発言をいた

だきました。従来人員が不足だと、思うよう

にはできない。それを賓質の向上というかそ

の観点からのお話しをいただきました。まこ

とに頼もしく思いました。

天堀さんもまた、おそらく新しいご提案が

あろうかと思いますので、先にお話をうかが

いたいと思います。どうぞよろしく。

天堀 東住吉保健所の天堀でございます。

大阪市の食品衛生監視員になりましたのが、

昭和50年ですから、まだ 4年目でやっと食品

衛生監視員の内容が、わかってきたばかりで

す。そういったところでこのような席をつか

って話しをさせていただくというほどのもの

は、大してありませんけれども、少い経験の

中から特に感じたことを、これを 2点ばかり

お話しさせていただきます。

ほしい指導要領

先日、私の担当区に、製造者も初めて我々

の区内においても初めてという、ハム工場が

設置されることになりました。

ちょうど私の受け持ちだったのですけれど、

ハム工場に関しましては、大阪市の食監会で

ハム工場について研修をしてまいったわけで

すけれども、いざ自分の担当の所にそういう

施設が出来るということで、ハムの製造工程

にしましても、また機械や器具それぞれの名

称、また役割、使い方とか規格基準検査、ま

た製造上とくに注意すべき点とか、監視指導

上でとくに注意をしなければならない点など

こういったことが全くわかりませんで、非常

なとまどいをおぼえ、自分で勉強したり、上

司の方に相談して、許可をおろしたわけなの

ですけれど、食品衛生法の施行令におきまし

ても、許吋業種だけで約30種あるわけです。

私の担当区には、そのうち大体 6から 7割ぐ

らい、あとの 3から 4割というものは全く知

らない、見たこともないような状態です。

-18-



監視員経験の長い先輩の方々ですと、この

ような殆んどの業種の監視指導をしておられ

て一、的確な監視指導を与えていくことが出来

ると思いますけれど、特に我々のように若い

監視員の場合、・経験したことのない業種に直

面しますと、私と同様に一つの戸惑いをおぼ

えるのではないかと思います。

また、こういった新しい施設の申請が出た

時点で、上司に相談したり、また自分で勉強

していたのでは、実際には間に合わないと考

えております。そして、にわか仕立ての知識

や業種知識では、業種別基準を口にするだけ

で、充分な指導力も説得力ももたないものと

思います。

最近の加工食品の多様化というものは、非

常に目まぐるしく、また加工保存技術の進歩

とか流通形態の変革、流通単位の拡大という

ことに伴って、我々監視員は、既存の知識や

技術だけでは今後充分な監視指導を行っては

いけないと思っております。

我々監視員には、より高度で現代的な知識

とか技術とかが、要求されていると思うのです。

私の場合、採用されまして約 1カ月間研修

がありました。その後に食品衛生監視員とし

て現場へ派遣されるわけです。もちろんのこ

と現場へ出ましても、上司の方とか先輩の方

々から、手とり足とり教えてもらうわけです

けれど、やはり非常に浅い知識でまわってお

りますので、難しい点や困難な点というのは

あったわけです。

また、同じ施設を監視指導するにしまして

も、着眼点の相違とか個人差がありまして、

以前に業者から私どもいわれたのですが、‘‘前

の監視員はこう言っていた、あんたが言うよ

うなことは言ってなかった＂というような反

論を聞くわけです。

こういった欠点を無くす為にも、すべての

監視点が同じレベルで監視指導できるように

していくべきだと思うのです。

このようなことから、我々監視員は上の人
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から教えられたり、書物から知るばかりでは

なしに、できるだけ多くの製造工場にたちい

って、ただ表面的な見学だけではなくして、

機械名と役割とか構造等、製造工程等とくに

深く知っていく必要があると思います。

また原材料から製造行程、製品管理・流通

から販売に至りますまでの、徹底した監視指

導を行なう為にも、現状にマッチした業種別

の指導要領というものをつくっていってはど

うかと思います。

施工業者にも必要な基準説明

先ほど佐々木先生がおっしゃっていました

ように、今後の監視員は、とくに食品すべて

にわたる幅広い知識と技術を向上させていく

ために、またとくに若い監視員を中心に、研

修とか教育とか推進していく必要があると考

えております。

日常の監視指導についてですけれど、食品

監視施設利用者・流通屎といったものは、特

に最近増加の傾向にあります。

その中で監視員の増員も望めない、また限

られた監視員数でいかにより高率的な効果的

な監視指導をおこなっていくかということが

今後の重要な課題であろうと思います。

食品製造業者、集団給食施設、折詰弁当等

の調製施設、いわゆる重点監視施設について

は、とくに計画をたてて強力に監視指導を行

っておりますが、現実には新規や更新の申請

調査に多くの時間が費されているという現状

です。

我々監視員の業務というのは、申請のあった

者に対して許可をおろしていくということだ

けが、我々の業務ではないと考えるわけです。

新規の施設に調査にいきまして不備な点を

指摘しますと、 “施工業者がそのようなこと

は言ってなかった~ というようなことをよく

耳にするわけです。営業者にしてみれば、施

工業者は許可をうけるにあたって必要な設備

とか、碁準とかを知ってるものと業者の方は



信じて、施工業者に任せておられる。このよ

うなことから、施工業者に対しても設備基準

を知ったうえで設計施工をするよう周知して

いく必要があるのではないかと感じます。

こういった施工業者というものは数多く居

りますので、非常に困難なことだと思います

けれど、また逆に重要なことだと思います。

新規で許可をする際におきまして、設備と

基準に合致した完全なものにさせる。また、

充分な衛生指導を行うことが非常に重要であ

る。またこれを徹底させることによって、許

可更新時だからといってとくに調査を要する

ものではなくなると思います。

このことはとくに飲食店や牛乳販売業とか

こういった施設に対していえることだと思い

ます。

実現したい監視業務の効率化

また同時に、事務処理業務等の軽減とか能

率化を行うことによって、行政側から監視業

務の効率化をはかっていくと、また営業者に

対する衛生教育ですけれども、現在営業許可

証交付時に講習会を行っているのですけれど

も、この講習会といいますのは、非常に多業

種を同時に集めているために、表面的で一般

的な内容にとどまっております。この講習会

をさらに一歩進めて、業種別に行うことによ

りその業種に適した指導と専門的な教育をす

ることが出来ると思います。

また昭和49年 7月、管理運営基準が作成さ

れまして、そして各業者とも自主管理が行わ

れているはずでありますけれど、遵守状況は

現在のところ非常に低調です。今後ともこの

自主管理といったものは非常に重要なものと

考えております。ごの営業者の自主管理の体

制をさらに強化するために、行政サイドでも

もっと具体的な案を作成して、業者のかたが

遵守しやすいような形にもっていくというこ

とが必要だと思います。

この衛生教育と自主管理をさらに推進する
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ことによりまして、業者側から我々監視員の

監視業務の効率化をはかり、同時に更新時調

査を軽減した分も補習することができると考

えております。

このように業者・行政両側からの監視業務

の効率化をすすめることによりまして、監視

員が許可業種のみならず、幅広い業種に対す

る監視指導、検査、教育等の本来の業務に専

念できる方向にもっていく必要があると感じ

ております。

中山 ありがとうございました。私らも充

分にそういうことを経験しているのですが、

自分が経験していないことを現場でしなきゃ

ならんという悩みは、どなたもやっぱりおも

ちであろうと思います。

昔はこういう点やはり気楽なものでして、

役場へ行ったら“あんなこと言ってますな＂

ということで、一緒に勉強して許可していく

というふうな態度が、食品衛生だけでなくあ

らゆる行政にあったわけです。

“一度本省へ届けてみましょか”てなこと

で気楽にやっとるし、また民間の人も現場の

人がそこまで専門家であるということは、要

求していない。ただこういう規則に合せるに

はどうしたらいいのか、一緒に研究して欲し

いというふうな感覚があったのですが、でき

れば、現場で的確に指導できるのが望ましい

わけで、その為にいろいろ提案があるわけで

して、三人の方々に一応食品衛生関係のこと

を主としてお話しいただきましたが、ここで

フロアの方からも、一つ御意見をいただきた

い。そして、もし話したりないところがあっ

たと思われるスピーカーの方、追加してもら

うことをやっていただきたいと思います。

ちょっと変わりに私の話を少しさせていた

だぎたい。

猫西さんが初めてやったことで、やっぱり

どこの国でも同じようなことで、イギリスの

衛生監視員制度が1840年代に始まっとるわけ

ですが、その最初の頃は、頑丈な体格をもっ



てそして不撓不屈の精神をもった者を適任者

として、まことに図太いえげつない業者を、

首根っこをつかまえてでもやらせるというふ

うなのが、インスペクターのやり方であった

ようです。

段々とあとの二人がおっしゃったように、

これはコンサルタント的にやらないといけな

い、指導的にやらないといけない、また技術

的にも、どこの国でもその経過をたどってき

ておるわけです。

日本ではぐんとかわっていって、本当に指

導していく教育していくという方向にきてい

るのですが、それをどうしたらうまくいくか

というのはやはり問題なのです。

またインスペクターの資質を向上するいろ

いろ条件というものを、どうして整えたらい

いかということが、おそらく問題だろうと思

いますが、その点で何かご意見があったらど

うぞ。

猫西天堀さんのお話を聞いてて、私も20

年ほど前同じようにやってたなと思うのです。

やはりこれは何年たっても常に問題だと思う

のです。

ほしい衛生監視の資料室

どんどんと相手が進んでいくわけですから

これは、常にやっぱりこっちが知らないのが

大きい。それに対等するためには、お話をき

いてて民間では既にやってますけれど、衛生

監視の資料室、或いは図書室（それにはティ

ーチィングマシンも組みこんである）自分が

勉強したければ、そこへ行けば勉強できる。

こういうシステムを我々の衛生行政の中に組

みこまないと、もう30年たっても同じことが

いえるのではないかと思います。

民間は、セールスマンがだめだとその会社

がつぶれるわけですから、これはものすごい

教育をしているわけです。それに近いものを

やっぱり我々監視員グループも、私も今食監

会の会員ですからこういういい方をするので
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すけれど、それをやらんといかんというそう

いう感じをもちました。

中山 私もある程度同惑なのですが、自ら

勉強したい意欲は皆さんおもちなのですがそ

れを可能にする為のライプラリー活動とか、

或いは定期刊行物によるその教育だとかそう

いうふうなことをやはり絶対必要とします。

食品衛生監視員の諸君には食品衛生研究と

いう全国的に出している雑誌があって、ある

程度それが役立っているわけであります。が、

もっといろいろの方面からのものが必要で

ありますし、また勤務しておったら自然に身

につくというものが必要であります。

私が月躍と水曜日に行っておる環境科学研究

所は、今図書室を開放してるわけですからあ

らゆるたくさんの資料をおいてありますから

その点をもっと利用できるような方式をもっ

ともっているとか、その点が問題だと思うの

ですが、どうですか。

質問ーフロアーから一

現在の大阪市の食品衛生監視員ですが、大

阪市の場合ですと先ほど天堀さんのお話にあ

ったのですけれど、最初大体 1カ月くらいの

研修期間があって普通の監視を含めて技術研

修ということで、環科研で研修をしているわ

けです。

それから 3年くらいしまして B研修という

ことで、やはり経験3年くらいの人達を集め

て自主的に自分達の問題点をつくっていって、

それに対してどう対処していくかということ

を研修している。

私達もいつも思うのですけれど、仕事の合

間でそれをやってきてるのが実情なのです。

それをやはりある一定期間仕事を離れて 1週

間とか10日、割り切って朝から 1日中ずっと

カンヅメでですね。よく民間でやられてるよ

うなそういう研修の方法というのをやはり行

政の中にとりいれていかないと、なかなかと

研修するものがその気にならないで、効果が

薄いのではないかなと我々は思っているわけ



です。

最近ではそのような動きもあるようなので

すけれども、なかなか我々の仲間同志の中で

もそういう相互理解のできない点もあります

ので、そういう点をお互いに理解しあって若

い監視員をりっぱに育てていくように、息い

きった大胆な研修の方法を行政の中にもとり

いれていただきたいと思います。

中山 確かにまだ民間と比べて役所の研修

についても、思いきった方法をとったらいい

という御意見は確かにそうだと思います。

なかなかやはり割りきれないところがある

のか、スパッとやるということはなかなかで

ぎないですね。では一応お三人の方のお話は

これくらいにしまして、次には主として環境

衛生監視員の立場から古川さんお話をいただ

きたいと思います。

古川 古川でございます。これから環境衛

生のほうにはいりますので、どうかしばらく

お聞きください。

私は環境衛生監視員の立場から過去をふり

かえりましてお話ししたいと思います。

私が大阪府へ入りましたのが昭和24年で、

実際に保健所で監視員として実務にたずさわ

ったのが26年頃だったと思います。

今から考えてみますと非常に波欄万丈と申

しましょうか、私の歩んできた青春の大半が

監視生活の思い出でうずまってしまいそうな

のです。

毘虫駆除の今と昔

その中からとくに今日は、昆虫駆除関係と

営業関係に焦点をしぼって皆さんにお話しし

たいと思います。

終戦後これは昭和23年に監視員制度という

のはできたのですが、その中で生まれました

監視員でして、一保健所で監視員 l人合計20

名これが大阪府の監視員として配属されたわ

けです。

新しくできました法律とか制度とか未知の

ものへの手さぐりの時代であったともいえま

しょう。当時は先ほど猫西さんがいわれました

たように、アメリカ占領軍総指令部というの

がありましてこれを私共GHQというふうに

覚えております。このGHQの命令下に全て

の衛生行政があったわけなのです。ですから

当時昆虫駆除の薬品ですね、これもアメリカ

かふ入ってきました DDT及びBHC、これ

ら全て塩素系なのですが、こういうふうな薬

品を私共は推奨した時期であったと言えまし

ょう。

しかしこの塩素系の薬品は非常に役に立ち

まして、効果が大いに上がったと私達は認め

ております。

第一線の監視員は市町村がワンクッション

ありますので、実際にこの認許か監視以外は

市町村とタイア、ノプしながら仕事をしないと

いけない。

こういうことで大阪府の監視員は、まず市

町村の衛生班の実態把握と指導を行うと同時

に地区衛生組織とタイアップしまして、鼠・

昆虫駆除の事業を推進してまいりました。

現在のように上水道とか、し尿、ゴミ処理

施設とか完備されていなかったために、伝染

病を媒介する蚊とかハエや鼠駆除に全力を注

いでおりました。

ある日のことなのですが、婦人会を動員し

ましてお便所の汲み取り口の周囲におります

ハエのさなぎ取り、これを皆でやった覚えが

あるのです。また毎年 2月皆様御存じと思い

ますが、鼠とり月間というのが大阪府下一斉

に行われておりますが、その時には今のよう

な時代ではなくて、朝から鼠とりのダンゴ作

りを一日中したわけです。婦人会を動員して

そして各家庭に配布してかなり成績をあげた

ように思います。

次に昭和45年、これは世界的国際的な万国

博覧会が吹田市で行われました。この会場の

周辺の市町村は、一体となり日夜を問わずに

昆虫駆除を実施したわけです。

-22-



当時私は万国博の会場周囲を取りまく豊中

保健所に勤務しておりました。

その時には周囲を取りまく 7保健所で衛生

待機班というものをつくりました。これはご

存じの方もいらっしゃるかもわからないので

すが、この班員といいますのは隊長が一名、

これは所長又は所長代理ですね。そして中の

班員といいますと食監・環監・薬監・防疫と

いう 4・5人のメンバーが1班を編成するわ

けです。その班が大体10班くらいできたと思

うのですが、その班が毎週土日、土日交替で

吹田保健所で待機したわけです。

そして伝染病の発生防止とか、まあ何か事

故があった場合にはすぐにとび出せるような

体制を整えました。しかしそういうふうなこ

ともありまして、万博も無事に終了してこれ

を契機として急激な都市化の進展に伴う、下

水道、し尿、ゴミ処理施設等生活環境施設が

充実してぎました。と同時に蚊・ハエとかい

うものが非常に減少してきたわけです。

一方急激な高層ビルの出現ですね。これに

よりましてまた生活様式も近代的になってき

ましたので、現在のように鼠とり・ゴキブリ

及びこれプラスの不快害虫の苦情の被害が出

て、私達は非常に困っております。

同時に殺虫剤に対する抵抗性の出現、これ

が新しい見地から DDT・BHCは禁止され

て、有機リンの時代になってまいりました。

現在保健所での相談とか苦情は、蚊・ハエ

の時代からゴキブリ・不快害虫の時代へと移

ってきた。これが大体、昆虫駆除の歴史なの

ですが、次は営業関係に移りたいと思います。
むらどこ

苦労した村床の設備改善

まずこの営業関係は、一番最初は替察行政

からひきついだわけです。そしてできた監視

員制度の中で、初め私達は非常に手さぐりの

状態でした。保健所そのものが住民に認識さ

れていなかったわけです。

私達散髪屋へ行きまして、 ‘‘保健所です~
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といいますと、 “うちは、もう健康保険も入

ってるからね、もういいよ。生命保険関係な

いわ~ というように、生命保険の外交員とま

ちがわれたわけです。

一番最初そういうことから、保健所という

ものが出来たということをまずPRするのに

暇がいったのでした。

当時の散髪屋の例を申しあげますと、皆さ

んご存じないと思うのですが“村床”という

床屋さんになっていました。これは非常に田

舎の方で村で経営している散髪屋さんなので

すが、現在のように立派な施設じゃないわけ

です。

現在の法律でいきますと、洗い場は流水設

備にしなければいけない。水が上から流れる

状態にしないと衛生上悪いと指導しています

けれど、当時の村床は、大きなコンクリとか

タンクみたいなのに水がいっぱいはいってい

るのでして、そこから桶に杓で水を汲みお客

さんの頭を洗ってた。

非常に今から考えますと不衛生なのですが

それがとおっていた時代なのです。

私達は新しい法律をひっさげて、流水設備

にさせるのに非常に暇がいった。これがもう

なかなかの苦労話なのですが、村床というの

は村が盆とか正月にお金を出しあって寄附す

るわけですね。それによって、店の改造とか

そういうことをやるので、中で勤務している

散髪屋の理容師さんの一存では改善が出来な

い時代だったのです。

ですからその間私達監視員は足を棒のよう

にして、ただ流水設備にさせるだけでかなり

の年月がかかったように思います。これは私

達監視員の共通の悩みでございました。

しかし環境衛生の営業関係は、国民の日常

生活に不可欠な営業であると同時に消費経済

の中での大きなウエイトをしめております。

このことから、徐々に高度成長の波に乗って

現代のような近代的な設備へと変わってまい

りました。



国際空港の誕生とエピソード

同時に法律の改正も時を同じくして行われ

まして、その例をあげますと昭和32年までは

理容師法・美容師法が一本だったわけです。

32年にそれぞれが別個のものになったわけで

す。 39年にはクリーニング業法の改正、これ

は貸しおしめとか貸しおしぼり等のリネンサ

プライ業です。これと取次所これがクリーニ

ング業の中に含まれるようになった、これが

39年です。

次に旅館関係ですが、これは同じく昭和45

年万博を契機としましてモーテル窮の構造設

備の改正、これが行われました。そこまでの

ワンルームワンガレージについて、改造指導

が、笞察と共同で私共監視に行って指導いた

しました。

昭和45年に国をあげての万博の頃、非常に

営業関係では影響がありました。当時佐藤知

事の時代でして、特に旅館では外国人受け入

れ及び地方からの宿泊者の受け入れの為の特

別措罹としまして、民宿の許可をすることが

決定いたしました。そしてお寺や民家が宿泊

施設として利用されたのでございます。

私は豊中保健所におりまして一番の経験と

いいますのは、現在豊中にあります国際空港

ですね。これができるときの多くの思い出話

なのですが、ご存じでないと思うのですが、

あそこの施設は 3市にまたがっているわけで

す。豊中市・池田市・兵庫県の伊丹市この三

市にまたがっていて、どこの保健所が中の旅

館とか飲食店百いくつかある店の常業関係を

受け持つかということで、約 1年以上討議し

たと思います。

その結果、空港の玄関が豊中市にあるので

す。それで豊中市の保健所が営業関係の認許

可、食品も含めてです。その認許可を豊中保

健所がやるということにぎりぎりに決定した

わけです。

あれは 2月頃だと、当時一緒におられた監

視いの方もいらっしやると思うのですが、 3

月 1Hにオーフンなのでそれまでに許可をな

んとかおろさなければいけないということで

して、夕方 5時頃から私達食監と共同で向う

へ行きまして、私は旅館百いくつかエアーポ

ートホテル、あそこの設備を兄まして食監が

2名ほどだったのですが、その方達が中の飲

食店全部の内類をチェックして、本庁におく

ったように記憶しております。

このように現在の国際空港にもこんな誕生

の歴史があったということを皆さんに披露し

たわけです。

常業関係華やかなりし頃といえばこの45年

頃だったと思うのですが、この45年をピーク

としまして、非常に石油ショックとかそうい

う問題で世界的な不況時代になってまいりま

して、現在はこの常業関係は経営不振の時代

になっていると思います。

ただ一つ変わってきたことは、多角経常の

時代になってきていてそうしなければ、また

採算がとれないというふうな状態になってい

ることは、皆さんもすでにご存じだと息いま

す。

世の中のいろいろな移り変わりと同時に、

私達監視員は批の中の実態をすなおに受けと

めなければいけないと息います。と同時に、

あと追い行政の中で法律の運用を適切に行わ

なければならないとも思います。

人間ば慣れると道を見失うと言われており

ますし、マンネリ化をこのさい脱皮して常に

反省して初心にかえることが、私は望ましい

のじゃないかと息います。

以上非常に短い時間で長い歴史を語ること

は難しいことで、要領を得なかったと息いま

すがその一端を御披露させていただきました。

中山 ありがとうございました。本,11に古

い昔を苦労しながらほりおこしていただきま

して、誠にご苦労さまでした。

続いて湊さんに、この比較的新しい祈鮮な

監視員のかたとして先ほどの職員と同じよう
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に新しい提案があろうかと思います。

湊 大阪府にきましてから 6年になるわけ

ですが、公務員としたらもう 8、9年目には

いってるわけなのです。

私最初は滋賀県で食品衛生監視員を 2年間

務めましてから、大阪府にきました。

公務員になった当初の私の給与の話ですが

29,980円だった。今から息うと少なかったよ

うに思いますが、あと20円くれたら 3万円に

なるのじゃないかと言いに行ったわけであり

ます。

いやなことは不思議と忘れてしまうもので

いいことだけを残してしまう。悪いこといや

なことでもいい思い出に転化してしまう。

人間というものは大体そういうような惑じ

がします。

大阪府へ来てから、環境衛生を担当するよ

うになって、何か食品衛生で覚えたことは暗

記してしまったような傾向があるみたいです。

保健所で監視業務ということなのですけど

大体監視する対象の施設というものがあるわ

けですが、施設を設ける場合にやりたい人が

やらしてくれと、あるいはこういうことでや

りますという届出、または許可の申請でこら

れるわけなのですが、申請~;=の受付に伴いそ

の施設が法律的にあっているかどうかを検杏

しなければなりません。

あっていれば許可を、あるいは受理をする

し、あっていない場合はこういうふうにしな

さいという条件をつけて直させ、確認の許可

をする。許可したあと初めて監視指導業務が

発生するわけなのですが、当然そのあとで施

設の変更をする場合もあります。で最後には

廃業という形でその施設はなくなるわけなの

です。

保健所の仕事はなにか今から考えまして、

あまりにも許可申請があった時点で施設の許

可ということに力をいれすぎている。

いれすぎということはないのですが、その

ことだけにあまりにも注意を払いすぎ、後の
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監視指導という面への繋がりを忘れているよ

うな気がいたします。

保健所はどうしても管理面、あるいはどの

ようにすれば衛生的な施設を保てるかという

話を、あるいはそういうやりかたを普及して

いく啓蒙していくというのが仕事だと思いま

す。

ところが現に先ほどもいいましたように、

許可という時点で苫類もややこしいことや、

そのチエックだけで追われてしまいその後の

管理的なことを話さないで終ってしまうわけ

なのです。

必要なソフトとハードの使いわけ

今R話させていただきます内容は、施設基

準と指導的な内容、私は勝手にハードな面と

ソフトな面というようにわけております。

保健所はこのソフトな面を尊重したら一番い

いのではないかと息います。

ソフトな面の監視指導をおこないまして、

矛盾を感じましたらそれをハードにおき換え

ていくか、あるいはソフトからソフトにおき

換えていくか、そういう面をどんどんと進め

ていかなくてはならないと息います。

現在、保健所にもちこまれる 11:J題ですけれど

例えば伝染病関係でしたら、先ほどお話にあ

りましたように不快昆虫も含めて、いろんな

相談に来られるわけなのです。

たいがい最初は、 “どんな薬を使ったらよ

ろしいか。"と尋ねられるわけです。

で、現在の建物の中で、ダニの発生とか不快

的な昆虫になるのですけれども、アリガタバ

チの発生とかそんなものもありますけれど、

“どんな薬を使ったらよろしいか”この一言

から始まります。これはその発想まちがいで

すと、まず相手の意見をバ：ッと切ってしま

うというとケンカになりますので、否定して

いい人か悪い人かという判断をまずしてから

いけそうだと思いますと、 ‘‘奥さん、その発

想はまちがいです。”とはっきりいうわけで



す。

発生するそういう環境があるわけなのです

ね。建物が新しいか、畳が新しいとかそうい

う発生する状態があるわけです。

で、薬は何を使えばいいかという辺りから話

を始めますと、どうしてもうまくいかないわ

けなのです。薬がきれてきますとまた発生し

ますということで、どうしてもハードなほう

のそのような施設の状態の話をしなくてはい

けない。だから‘‘施設的に発生しないような

昆虫にとっても住みにくい状態。住みやすい

状態はどのようなのか。”と間われますと、

“私らが住みやすいような状態ですよ。”と

いう話をするのですが、住みにくい状態とは、

ここにおるのがいやになるような状態という

具合です。

施設を改善したうえで薬を使うようにと、

ソフトな面とハードな面の話をするわけでし

て、これは過去の社会が薬、薬といった時代

がありまして、全部薬が解決する。これは明

らかにまちがっております。そういう住みに

くい環境をつくったうえで薬を使いなさいと

いう話をしていくことが大切です。

そこで不快な昆虫が発生しないような状態

の建物をたてるようにすると、これは非常に

難しいのですが、そちらの方へまで私らの仕

事のソフトから生まれたハードヘの還元だと

いうことが出来たら理想ではないかといつも

考えておるわけです。

監視指導のむづかしさ

よく言われるのに特定建築物やマンション

関係のことがありまして、先日吹田保健所で

マンションの地下にあります受水槽に排水ピ

ットからの汚水が流入したということで相談

が持ち込まれました。

これも同じような話で、どのような話の展

開になるかとまずパターンを先に考えるわけ

なのですが、‘‘まず保健所が検査して欲しい。”

と、検査することには全面的に協力をしまし

ょう。"と大概その後で住んでいる人が、“こ

の責任どこにある、誰がもってる。”と必ず

そう言ってきます。

案の定いってきたわけですが、どこに責任

があるのか保健所がもってくれるのかという

この話に尽きるのです。私とこは責任がもて

ない。明らかにハードな面からの場合だった

ら保健所がソフトな面でハードを補うことは

出来ないということで、これはケンカになっ

ても仕方ないのではっきりということにして

います。

これも受水槽が地下に埋められている構造

排水ピットが同じウオーターレール、または

グランドレールで使われていることに問題が

あるわけで、そのカラーとして保健所の寸法

で補うというような話でなく、同じレベルに

おかないでやれば問題はおこらないのです。

これから建つマンションなどにつぎましては、

受水槽でも土の上に置いたような状態でつく

られているように思います。

すべて問題を‘ノフトとハードとに私は置き

かえるようにしております。

環境衛生、先ほど申しましたことにしても

実際浄化槽のことが中心になりますが、大阪

市の場合は殆んど下水道が普及したというこ

とで、非常に近代的なものだと思われている

かも知れません。

吹田市の場合たくさんありまして、実際河

川の汚渇とかにつながっているということで

市の公害から依頓をうけまして、調査しまし

た。

それも共同住宅を対象にやったのですが、

まあムチャクチャの状態でありました。そこ

で考えさせられるのが故障でうまく動いてい

ない原因なのです。故障していると簡単にい

いましてもいろんな種類があります。換気す

るポンフが止まっているとかポンプがIdって

いても空気を送っていないとかいうことをカ

バーする指導として、点検しなさいよという

のは絶対にまずいと思います。
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そういう施設と施設の基準、もっとパーフ

ェクトな施設をつくったうえで管理しなさい

という話ならいいのですが、故障して替報装

置も付いてない状態でソフトで補え、これは

根底的な発想のまちがいです。

こうして話していますとハードなものとい

うのはお金がかかります。お金をかけたらい

くらでも良いのが出来るのだと。ところが、

公衆衛生上いいという点を目ざしますと一番

いいというのがやはりあるわけなのです。

そのお金の面と一番いいという面のギャップ

をうめるのに、ソフトな面があるのじゃない

かというニュアンスにとらえてるような状態

もあります。

これはもう絶対にハードに還元できるもの

はどんどんして、例えばブロアが故障してお

れば空気圧が低下しますので、その時にスイ

ッチオンになりブザーが鳴って菩報するとい

う装置をつければ、すべてが解決するわけで

す。そういうふうな状態にどんどん旗きかえ

ていくというのが、現場でソフトの面を指導

してハードの面を還元していくという仕事が

中心だと思います。

どうしてもソフトとハードは切り離しては話

でぎないものも、この二通りば必ず結びつけ

て仕事をしていかねばならないのです。

閉ざされた輪を採用したい

ハードなことですが、昨日偶然NHKの教

育テレビを見ましてDC-10がバリ島で墜落

したというその経過の説明でした。

なぜ堕落したかといいますと、荷物室ドア

の構造に欠点があった。時前に改善すればよ

かったのですが、しまり具合を検査員が点検

確認するという約束で許可をした。そのよう

にハードな面をソフトな面で補ったために起

った事故なのです。

テレビを見て感じたのですが、ハードな面

に転換しておればあれだけの人は死ななかっ

たのだと。改善をすぐにやらないで、そのか
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わり目で見て検査し、大丈夫と確認したうえ

で飛ばすから改造をしなくてよいようにとい

う要請を行ない、それ受けた行政側もその要

請を認めた。そのために起った事故でした。

仲々いい事を言ってるな、という気がしたん

ですが、その時にいつも思うんですがいい話

と思うのはクローズド・ループ、閉ざされた

輪という意味なんですが、例えばトイレヘ入

って、手を洗って外へ出るというのを食品衛

生の面でも指導されていると思うのですが、

トイレヘ入っても手を洗わなくとも外へ出れ

るわけです、それをトイレに入って手を洗い

乾かさないとドアが開かないところもあるわ

けです。

これがクローズド・ループ、こういう形に

全部施設基準を謹きかえていけばいいんじゃ

ないかと思います。

環境衛生でしたら、プールでいいますと服

を着替えまして、水着をつけてシャワーを浴

びないとプールサイドヘ出られない、こうい

うクローズド・ループの設備に置きかえてい

かなければならない、 トイレヘ行って手を洗

わないとドアが開かない、そういう状態を施

設に取り入れていく、浄化槽のことでもそう

ですが故障していても放流している、故障す

れば放流出来ないという構造にすれば、気付

くのも早く対処する事が出来るわけです。

長々とした話ですが、どうしても施設基準

あるいは監視指導、それからソフトな面やそ

れをフィードバックした関係、そういう一つ

のサイクルの積み重ねが世の中を良くするん

だというふうに考えております。

とりとめのないお話でしたが、これで終ら

せていただきます。

中山 ソフトとハードとに分けたなかなか

興味にとんだ話をいただいたわけですが、た

しかに北九州でおこったカネミ油事件でも、

設備基準だけでなく、管理基準といいますか

ソフトの面にもう少しうまい規定があったら、

あのような事件は起こらなかったはずですね。



ソフトとハードの関係をうまく使いわけて

おられ、まことに感心してllflいていました。

では次に川村さんにお顧いします。

川村さんは、大阪市大正保健所にお勤めで

すが、大阪市は多少特異な立場にあります。

環境衛生監視員諸君が公害行政を全面的に、

担当することになっていますので、そういう

観点から環境衛生全体の問題についての提言

をしたいというような御意向らしいので、よ

ろしくお願いします。

大阪市の環境監視業務について

川村 大阪市の環境衛生監視員の業務につ

ぎましても、先ほどの古川監視員、湊監視員

がお話しされた通り同じようなことをやって

るわけですけれど、ただ大阪市では公害業務

を保健所でもしておるということです。

現在我々は、 30種類ほどの法条例を司って

おります。非常に問口の広い業務にあけくれ

ているのです。本日は、年代的に業務の変遷

をみ、とくに公害業務を中心にお話ししたい

と思います。

さて大阪市に環境衛生監視員が誕生しまし

たのは、昭和24年2月であります。昭和20年

代は、法整備を背景に監視員の業務は、伝染

病予防を主眼とするそぞく昆虫駆除、多数巣

合場所としての理容所・美容所・旅館・公衆

浴場といった施設に対する公衆衛生知識の高

揚、および啓蒙が中心であったということです。

昭和30年代前期には、衛生思想の啓蒙・普

及、実践活動の定着をはかる運動が提唱され

たのであります。この例として、蚊とハエの

いない町モデル地区の推進ということがあげ

られます。

一方理美容所等の営業関係各種業態が、健

全な発展をとげるためには、自主的な活動を

すすめるということにより公衆衛生の向上に

寄与させる。そして同業組合の育成指導、衛

生管理技術の向上、知識の普及等の指導に務

めていたのであります。

昭和30年代後期は岩戸景気に象徴されます

ように、 P信業界は活気を呈し大型設備投資・

技術革新・消骰革命が進展する中で、著しい

経済成長を遂げたのであります。

それに伴いまして、我々の生活水準の向上、

豊かさの支えになったのであります。しかし

原動力である工場生廂機能は、生活環境とく

に空気や水といった自然界を汚染し始めたの

です。さまざまな態様で生活手段の被害に目

ざめた住民サイドから、徐々に新しい問題が

提起され始めたのがこの頃です。

いわゆる公害問題のはしりだったと思われ

ます。昭和37年 6月ばい煙に関する法律が施

行され、これにより公害問題が明確に環境衛

生の分野に名乗りをあげたのであります。

我々はこの時期に、先取り行政として無手

勝流でしかも言葉は悪いですけれども、口だ

けで勝負をしておったというような苦情処理

にあたっていたと思います。

さてこの時期における監視業務の中で、今

一つ繁忙を極めたこととして、下水道未整備

地域の多くを抱えていた周辺区では、住宅建

築のラッシュが続き、し尿処理用の浄化槽の

設韻が爆発的に進み、連日その検査業務に忙

殺されていたのであります。

以上は私が先輩から引継いできた話です。

いよいよ昭和40年代に入るのですけれども、

この頃から私が大阪市に勤務するようになっ

たのであります。

昭和40年代は、公害間題で大沸騰を呼んだ

のです。即ち公害発生源者、被害者、行政の

三者が一体となって、間題解決にあたってい

ったのです。そうした中で、昭和42年 8月に

公害対策基本法の成立をみ、翌年43年 6月大

気汚染防止法の公布以来、漸次45年12月に至

るまで、騒音規制法・水質汚濁防止法と個別

規制法の整備制定が実施されたのであります。

もちろん我々も、騒音・ばい煙等について

の苦情処理が圧倒的で、連日連夜にわたり駆

け回っていたということでございます。
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法整備の遅れた中で、住民大会等で被害者

に怒られながらも規制指導等に騒音計や振動

計を携行するようになり、専門的な技術も身

につけていったのであります。

一方事件をとりあげてみましても、有機水

銀・カドミウム禍 ・PCB中毒・光化学スモ

ッグ禍・公害病訴訟とセンセーショナルな間

題が続発したのです。

これらのすべてが、我々の業務の多様化や拡

充に直結したものとなったのであります。

今日生活環境の保全に係って、一つの行政

目標即ち大気・水質等の環境基準が設定され、

これの達成を図るため環境衛生監視員は、そ

れぞれの職域で全能を傾けて取り組んでいる

のであります。

さらには大きな課題として、 i哨業廃棄物の

適正処理、都市環境の整備に係って健康福祉

の増進をはかる環境醸成へと住民運動は向っ

ております。我々もまたこれに適確に呼応し

つづけて行かなければならないのです。

環境保全は、主として住居を生活の場とす

る立場から外部環境を見つめてぎたのです。

40年代の後期になって、建築物内における環

境保全いわゆるビルの衛生管理が取り上げら

れたのです。又48年には、有害家庭用品即ち

技術革新の恩恵に浴し、無数の化学物質を含

んだ家庭用品が健康阻害を生みだす結果とな

り、それに対処する法律も公布されたのです。

さて、我々は既に述べましたように、従前

から公衆衛生の立場で生活環境部門、いわゆ

る環境衛生対策と都市環境部門いわゆる公害

対策に取り組んでおります。

新環境プランの策定

我々大阪市環境衛生監視員の職能団体であ

ります大阪市環境監視員会では、都市環境等

について昭和51年121l、新局面を迎えた環境

監視体制のあり方として新環境プランなるも

のを作成し、今年4月にはその具体策なるも

のを策定しましたので、この新環境プランに
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ついて少しお話ししたいと思います。

既ち公害対策は、広域的な環境障害と局地

的な環境障害に分類して、より一層合理的な

政策を推進してゆかねばなりません。

広域的な環境障害については、硫黄酸化物

は言うに及ばず、窒素酸化物・粉じん等の事

前評価を含めて強力な対策を講じなければな

りません。

また局地的な環境障害については、従来市

民の苦情や陳情を待ってそれに対処してきた

きらいもあるのですが、これからは、その削

減目標を設定し潜在的な環境障害についても、

積極的に取り組んでいかなければなりません。

これを具体的にすすめるには、現況をしつ

かりと把握して目標を定め、その対策を練り

その後効果判定を行う。この操り返しをする

ことにより、住みよい環境を創造していくも

のであります。

例えば、硫黄酸化物にかかる環境基準につい

てであります。

硫黄酸化物と大気汚染濃度については、市

内12カ所で測定しており、各測定項目ととも

に一時のことを思いますと、かなり良くはな

っております。しかしここ 2、3年はわずか

に良くなっていますけれど、どちらかという

と横這状態ということであります。

これに対処するには、地域的な特性をみる

必要があるということで、苦情の申し出のあ

った工場を公害種別、あるいは硫黄酸化物の

削減試をファクターとして三種類に分類いた

します。

即ち広域汚染を主とした大気障害型を物質

障害型と、騒音・振動といった局地的な障害

をエネルギー障害型と、それとその中間型の

三つに分類したのであります。

そうしますと市内26区のうち物質障害型、

いわゆる広域的な大気汚染で悩まされている

のは 6区。局地的な騒音・振動が主となると

思われるエネルギー障害型が13区。中間型が

7区ありました。



これを昭和52年度の硫黄酸化物にかかる環

境基準との適否でみますと、 12ステーション

のうち 5ステーションで適合しているのであ

ります。これを先ほどの地域特性的にみます

と、物質障害型では 3カ所で適合しているの

です。エネルギー障害型、中間型はともに、

1カ所ずつの適合であります。

即ちこの現実は、これまでの硫黄酸化物に

かかる発生源規制はクリーンエアプラン対象

工場といった大発生源主導型であったのであ

ります。

今後エネルギー障害型、あるいは中間型と

いわれる区において強力な規制をする必要が

あるわけです。

しかもこれらの区には、中小零細企業を多

数かかえているのであります。とくにこれら

中小零細企業に対しては、中央隼権的な方法

では通用しないのです。やはり地元の利を生

かして地域に密着した保健所で、ときには手

とり足とり中小零細企業のおっさん、にいち

ゃん相手に、きめ細く指導していかなければ

環境基準の100パーセント適合率というものは

あり得ないと思います。

その効果的な実施方法としては、区域を細

く地域メッシュに分割したうえで、実態とそ

の対策をたてていくのです。

メッシュは大小二段階に分け、大メッシュ

は 500m、小メッシュは 100mとするのであ

ります。

一方、長期的な展望のもとにこれらの業務

をすすめていくのでありますが、将来生態的

な見地から、 WHOの提唱しています有害化

学物質の環境調査、および対策並びに生物学

的な常時監視の確立：と大きな課題があると考

えております。以上が新環境プランの主旨で

あります。

次に我々が公害問題にたずさわって約10年

になりますが、その間もっとも苦々しく思っ

ておりましたことを一つ申しあげたいと思い

ます。

それは他部局の、しりぬぐい行政をさせられ

ているということです。

といいますのは、保健所に申し出られる苦情

の中で、とくに騒音や振動は、発生源規制以

前の問題が大部分であるように思われます。

即ち都市計画と現実の矛盾であります。最

近企業主がよく言われることには、“我々が、

現在地へ移転させられたのは大阪市の都市計

画の為、数年前まだ周囲には殆んど何も建っ

ていない時で、しかも用途地域は準工業地域

だと、しかしいつのまにか用途地域も住居地

域にかえられており、住居系の家屋が増えつ

つある。この調子では、いずれ我々もまた追い

出される。この精神的な苦痛と経済的な損失

は、誰がみてくれるのか。責任者、出て来い

./"というようなことまでいわんばかりです。
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一方、監視員の業務から申し上げますと、最

近になってやっと住宅の大規模開発について

は、事前に公害担当者の意見を述べることが

できるようになりました。

しかし、今度はまた住宅のミニ開発という

ことで悩まされております。

即ち、工業地域の工場が移転、あるいは倒産

した跡地のど真ん中に、堂々と建売り住宅が

むやみに建設される。既存の周囲の工場と新

しく越してきた住民との間でトラブルをひき

おこして感情的にこじれてくる。

そうすると、音がやかましいの、壁にヒビが

入ったのと保健所へ文句をいってくるのであ

ります。で測定してみますと、通常操業では

規制基準すれすれで、それでもこれを苦情の

種にしております。本当に困ったものです。

最後に、我々の業務は伝染病予防という外

的駆除から出発し、生産活動に伴って汚染さ

れる物質について軽減させ、一歩進んで建物

内の衛生管理に携わるようになりました。

が、さらに今後、一般住宅内の住居衛生につ

いて取り組んでいかねばならないと思ってお

ります。これに関してでありますが、今日の

司会をなさっておられる中山先生は、都市計

画の微細構造という言葉を使っておられます。

即ち都市計画は、もともと市民の生活を快適

にする為の事業でありますが、都市計画の骨

格となるような、道路交通・上下水道・ 公園

緑地などを主たる対象とするもので、大規模

なものである。

そういう施設ができたというだけで、市民

の生活が決適になったかというと、そうでは

ありません。個々の住宅、工場など、構造上

や使用上の適性化がともなって、始めて都市

計画の初期の目的を達することがでぎるので

あります。このことを中山先生は都市計画の

微細構造と言っておられます。

とくに人口 300万都市を目指している大阪

市としては、都市再開発は避けて通ることの

できない問題です。
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この都市再開発の中に我々環境衛生監視員

や公害担当職員が、積極的にはいり込んでい

かなければならないと思います。その具体的

な方策については、今後の課題であると思い

ます。

中山 大阪市の環境衛生監視員として、い

わゆる従来の環境衛生監視員の他に、公害関

係とか、さらには都市計画への参画、そうい

う問題をも含めての広い意味の衛生監視業務

というものについてのお話でした。

一応これで、全演者のお話が終ったわけで

あります。

比較的これは、大体皆さん専門家の方がお

話になりましたので、あまりに何といいます

か、とんでもない意見というものが出ません

でした。

今少し時間がありますので、各演者からお互

ぃ同志で今一つ質問があったり、意見があっ

たりしたら、演者同志でディスカッションを

していただけますか。

地域と密着した環境衛生対策を

猫西 今の川村さんのお話、私は保健所の

環境衛生監視員の人が、とくに公害問題なん

か全く他部局のしわ寄せなんかも全部ひっか

ぶってご苦労されているという点、自分とし

てはそれは非常に、忍惑の至りであるという

ことがよくわかります。

それで、これをどうもっていけばいいかと

いう事について、お伺いしたいのですが。

私区役所におって 4年目なのですけれど、

例えば区役所に区民室というのがあります。

区民室に相談係というのがある。そこで例え

ば、公園に不法投乗がある。公園局は手が回

らないという場合、これは下請業者にお金を

出して、ごみの清掃をするわけです。

それから、住民から不法投棄があった場合

やした場合、それにすぐ対応する。

昔は、現場員が10人位おったわけです。今

はいないのです。そのかわり金で下請で処理



をしていこうというのをしておるわけです。

ですから公園局なんか、のべつ公園事務所

の人がやって来ているわけです。土木なども

同じことです。自転車罹場の問迎とか、それ

から不法投棄の問題とか、区役所の区民室に

しょっ中出入りしてるとこといえば、土木の

公営事務所、環境事業局の消掃幹部ですね。

これは、自分とこは廻りたいのだけれども

ちょっと手がまわらないから助けてくれ、と

いうふうなことです。

非常に一生懸命ひきうけておられますけれ

ども、もう少し例えば、区役所が役に立つか

立たないかは別として、もうちょっとそこへ

ひんぱんに出入りして、力を借りるというか

そういうことも必要じゃないかという感じが

しています。

今一つ、例えば市営住宅を建てるとかいう

場合は区長に相談にくるわけです。僕は幸い

環境衛生をやっていたから意見は言うのです

けれど、しかし一般の区長さんの場合は、そ

こまではちょっと無理だと思うのです。

ただ行政連絡調整会議というのが、毎月 1

回あるわけです。これは保健所から区内13の

官公署、菩察から消防から全部寄ってやるわ

けです。そういう場合に、例えば環境衛生月

間があります。で具体的な話はないんです。

一般の住民はどういうことしてるのか、どう

いうことで協力を求められてるのか、協力は

必要なのかわからんわけです。

それは一つ何か今後の環境衛生の在り方と

して、最も住民に関係の深い所ですので、今

川村さんのおっしゃった地域と密着した環境

衛生対策が必要だということに、私は全く同

惑ですから、例えば一定地域を限って、地域

計画をたてる。そこには環境衛生監視員とい

う技術員を中心にして、土木も清掃も、それ

からそこにある飲食店等については、食監も

協力するとか、何かそういう一つの地域の技

術者、それから道路管理者などいろんな担当

をしてる者、それらが協力して地域を良くし

ていく。事前に調査しておいて、そのことに

よりこれだけよくなりました。という評価を

していく。そういうような進め方ができない

のかなあと思っていますが、どうでしょう。

住民と手を組めばお金が流れて〈る？

川村 全くおっしゃる通りです。

．我々もそういう計画の中に参画はしたいの

ですがその手始めとして、今年大阪市では、

用途地域変更がございました。

というのは、先ほども申しましたけれども

ミニ開発を防止するという意味で、工業地域

を工業専用地域に塗りかえるという話を我々

の環保サイドから総計局へもっていって、そ

れを実現したというような経過があります。

それはそれとして、もっと細かい話になり

ますと、やはり例えば阿倍野再開発をやると

いうような時には、猫西区長のお話にあった

ように、我々の方から足を運んでいけばいい

のでしょうが、なかなかそういう土俵の中に

はいれないということもありますので、そこ

らは、地域をおさめておられる区役所あたり

でリーダーとなっていただければ、我々はい

つでもそこに参画していく、というような、

ずぼら的な考えをするんですが。

猫西 私は、どちらが行くかというのは、

恋愛と同じだと思うのです。

保健所におった時も、今から考えてみると

どうもいつも逃げられてばかりいたように思

うのです。

やはり熱烈な恋愛をして、相手を強姦する位

ふみこんでいくと、これがやはり必要・ではな

いかなという気がするのですが。

区役所へきて思うのですが、保健所にいる

技術槃団ほどのものすごい高度の学歴をもつ

これだけの知識巣団はいません。

だから非常に残念なのは、これだけの知識

集団の知恵と技術と識見を地域で何とか生か

せられないかということです。

お金は出てぎます。やっていけば必ず。だ
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から、本庁へ行って予算がない。これは当り

前ですね。地元で集めるのです。で住民側も

この事をやれば、これだけ自分の為によくな

るのだということなら、•お金を出すのです。
だから、そういう発想で全く地方自治の原

点にかえってやっていくというような形でな

いと、本当に下を向いて地面に足をつけて行

くのだったら、上をあまり見ずにやるような

発想の転換というのが、食監・環監に関して

も必要じゃないかなという惑じがします。

川村 発想の転換というのは、非常に必要

だと思います。またそれをどちらかといいま

すと、役所の場合は、上から降りてぎてやる

というのがありますので、それを打破しなけ

れば非常に難しいと思うのです。

猫西 打破し上うと思ったって、破れませ

んわ。放っておいたらよろしい。上から言う

てくることは、やればよろしい。思うのに、

上から言ってきた仕事で、いっぱいいっぱい

とは思いません。充分に余力をもっておられ

ます。

余力を使って、地域住民と一遍組んで、そ

して言うなれば徒党を組んで仕事をしてみる。

そこで花が咲いたら、必ずそこには水が流れ

てくるし、金が流れてくる。

やはり徒党を組まないといけないと思うの

です。言うなれば山賊のような考え方ですね、

それがないと本当に公衆衛生を地域に活かし

て伸びていけないと思います。

中山 本当に、これは絶対にいいことだと

思えばやりますと、行政の上の人が邪魔する

わけはないので、むしろいいことしてくれた

と、段段と金を出してくれるようになるわけ

ですけれど、結果的に、やはり猫西さんの言

われるようなことが原動力でしょうね。

猫西 自信をつける為に一つ例をあげてお

きます。

私、保健所の衛生課長をしておるとぎに、

食品衛生法では、許可書は許可をおろしたら

渡さないといけないということだったのです
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が、けれども何も知らない者に、設備だけが

出来れば、明日から許可してよろしい。これ

はやはり、食品衛生係長の時は、そんなこと

をしてはいかんと言っておったけれど、衛生

課長にきてみたら、やはりこれは教育して、

許可書を渡さんといかんと思ったものです。

ですから、衛生局の指導に関しまして、所長

の許可をいただき、許可がおりたらハガキで

通知する。で講習会をして講習を受けてから

許可害を渡す。というやり方を昭和40何年で

したか、西成の保健所で初めてしました。

その時は、衛生局の方からおしかりをうけ

たのです。うけたのですけれど、やってる間

に組合員も増えるし、組合長に毎月 1回出て

こい。で講習会が済めば、組合ではこんない

いことしていますということを、一席ぶてと。

やっている間に組合員もどんどん増えていく

というようなことで、あと村中課長がまとめ

て学会にも発表しおかげで衛生局で採用して

いただきました。今では公認になってますね。

最初は庶子だったんですね。やはり何かやろ

うと思えば非公認でもいいからやっていく。

必ず後から認定してくれる。こんな行き方を

せんと壁なんて破れんような気がします。

お許しがあれば2、3提案を用意してますが。

中山 そうやろけどちょっと待って。猫さ

んに喋らせたら止まらへん。佐々木さん。何

か言いたりんことがあるんとちがいますか。

佐々木 最も私いいたかったのは、先ほど

のご発言もありましたけれども、やはり研修、

私のお話したことを曲解されるといけないと

思うのですが、自分自身でやりなさいという

意味でないということだけ強調しておぎたい

のです。

おっしゃったように、やはり自分で勉強を

するにも、何といいますか、そういうシステ

ム、いわゆる自己研修できるシステムという

のが、やはり必要だろうという意味で発言し

たということを付け加えさせていただいたら

いいと思います。



中山 天堀さん、いいたりないことは？。

天堀 先ほど業者教育とか、また食監など

でもそういうことをいってきましたというこ

と、そこへ付け加えて、消＇代者教育といった

ものも非常に重要なものだと息うのです。

そういった意味で、監視業務というものを

消費者に対してアピールして、監視員という

のは、どういうことをするのか。

またそういった面で知ってもらうことも必

要ですし、また事故原因がそれに対して消＇費

者側にある場合がたまたまあるわけです。

そういった意味でも消費者に対する衛生知

識の向上というもの、こういった消1'(者に対

する教育といったものも今後必要じゃないか

と思います。

中山 湊さん。

湊 先ほどから川村さんの話を聞いてまし

て、公害関係の法律だけが仕事ではないので

すけれども、法律のワク内でこのことを解決

できるのか、或いはそれに関係してくるよう

なことが、その問題を解決するのにどれくら

いのウェイトをしめておるのか、そのような

ことをお教え願いたいのですが。

先ほどミニ開発に伴って公害がおきてくる。

ということは、開発の段階までは公害のほう

でやってないわけですね。

そのへんのかかわりなのですけれど。

川村 その後手に回らないようにするには、

どうするのかということが、私のいいたいと

こなのですけれど、その具体第は中には入っ

てしヽ なしヽ のです 1ナれど・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....。

衛生行政は後始末ではない

中山 ………あのね。ちょっと断念してね。

昭和30年頃だったか、例えば建築基準法の

行政とね、あと始末側の衛生行政とね……•

建築申請は今の所、消防署の了解になって

まわるわけですね。消防署の方では。

保健所へまわせという提案を、その当時の

福島の保健所長をしていた川越先生が提案し

て、近畿の保健所長会などで議題にしてやっ

たことがあるのです。

建築の申請の時から、保健所がタッチすべ

きだという観点からの提案です。残念ながら

実現しませんでしたがね。

それをやはり東でも話しをしていたのだけ

れども、衛生屋は何というかミクロ的に考え

すぎて、なかなか仕事が進まないというか、

それがあるのですね。都市計画関係の人達を

みると。

あまり小さい所に拘泥しすぎて進まんとい

うふうな、 いわゆる意見、もっともらしいの

ですね。そういうことがあって実現しなかっ

たのだろうと息うのです。

私はいい提案だと思ってたのですよ。しか

し、最近は公害を担当するということになっ

てから、公害担当者の意見いうふうなものが

ね。

私が建築審森会の委員をさせられておるの

で、貴任はあるのですが、最近は消防署の意

見や公害担当部局の意見というものが、ある

程度特別のものについては、付記されるとい

う形になってますね。

いろいろ、そういうことがあってもやはり

実力が伴わないといかんということですね。

川村 ちょっと息い出したんですけれども、

特定建築物のことで、いわゆる受水槽とか、

あるいはそれをクロスコネクションしたらい

かんとかいうようなことがあってですね。い

わゆる建築と下水道と水道とこっちと四者と

が入って、それも担当者レベルで検討会をも

ち、使用甚準といいますかそういうものをと

りまとめたというような話もあるのです。

それには、かなり時間がかかってるわけで

す。先生がおっしゃったように。話がでてか

ら2年ぐらしヽかかりましたか。

今年、大阪市として四闊の共同した先ほど

のお話にありましたところのハードな面から

みてですね、建築サイドいずれもチェックを

されるというような使用基準までもっていく
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ように努力したこともあります。これには、

やはり時間がかかっています。

天堀 先ほど川村さんがおっしゃいました

こと、いろいろ間題があるんですが。

我々考えていますのは、我々技術者として

はものをつくらない。目に兄えるものをつく

らないというのが、一つの間題点だろうと息

うわけです。

他部局の建築技師や電気機械、それぞれの

技術者というのはあくまでも人間の目に見え

るものをつくつていく。

目に見えるものをつくっていくというのは、

それだけの評価があると忍います。しかし我

々のは具体的にみえないものなのです。

猫西区長のおっしゃったようにやっても、そ

れなりの評価が一般住民に PRするかどうか

ということになれば、やはりこれは公園を造

ったり、その他なにかものをつくったほうが

PRになります。

このような問題もさまざま生まれておりま

すので、今後については、我々は総合社画の

中に入って我々がしりふきをしないような方

向に話をもっていけば、逆に我々の仕事がな

くなるかもしれない。

しかし、それを総合計画の中にとりいれて

いけば、かえってもっと金がかかって事業が

進まないといったこともあろうと息います。

しかしながら我々監視員会としましては、

将米的にはしりふきばかりではおもしろくな

い。もっと国でいえば、通産ベース、大阪市

でいえば経済局、並びに総合計画といったも

のをつくる分野にまで加味しながら行政をす

すめていけばいいんではないかと惑じておる

次第です。

中山 そうですね、食品衛生監視員も先ほ

どお話があったように、製造プロセスまでや

はりはいりこんで、このほうがメーカー側に

も得やぞというとこまでやれて、しかも衛生

的だというふうなものまでやはり進めなくて

はね。
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大体がだんだんりII工の程度が専門的、技術

的になっていくし、そこにちょっとしたアイ

デアで、非常にいわゆるその価値も高くなる

し、安くもなるというふうなことも、いくら

でもできていく可能性があると思うのです。

やはり、ただ今までみたいに細菌の汚染は

どうか、どうしたら製品が安全に、しかも格

安にできるかというふうなところまでできな

いとコンサルタントという立場はなりたちま

せんね。

そういうことで前には盛んにしていたので

す。製造工程の勉強ということですね。食監

の連中も一生懸命勉強していただいていたの

です。だから、牛乳処理場が近代化される段

階の時には、食監から自主的に工程を盛んに

勉強していただいて、中小の処理場には、充

分指導できる実力がついてきたような気がし

ますね。（話の途中で学手あり）はいどうぞ

猫西 これはあとおい行政になる総合計叫

屈。建築屋さんもおれば、上木屋さんもおる

わけです。

まず計圃というのはどういうところからお

きるかというと、最初は息いつきです。これ

をやろうかと。その段階で、例えば環監の人

に友逹かおると、 “これやろうと思うけど、

どやねん。”“どういう考え方やねん。”“それ

はここがあかんで、ちょっと考えただけでも、

騒音はおそらく 70デ：ベル以上になるだろう。

廊皮数特性これくらいになるんちゃうか。”

“そんならやめとこか。"或いは“かたちを

こうかえよか。"そういう点が私はあると息

うのです。

というのは、たとえ総合廿画局の技術官で

あっても、全部は知らないのです。

これは、万博のときに立派な建物ができま

したね。これを衛生の面からみると非常にで

たらめな点が多かったのです。例えば真っ暗

やみとか、外へ出てぎたらそこは真っ白けの

路面で、＿立ちくらみして人が倒れる。その人



に問いつめていくと、 “私はデザイン専門で

してな全部知らんのですわ”僕はやはりあと

おい行政にならない為にはどうすればいいか、

一つだけ提案しておぎます。

僕はやはり、そういう所へたくさん関係者

の所に、例えば環監会なら環監会へ行って、

ここへ道路を通した場合には、これだけの車

が通った場合にこれだけの騒音になり、それ

に対して住民がこういう反対になり、ここの

計画は挫折しましたよ。いうふうなニュース

があれば、できるだけそれを知らせてあげる。

土木にしたって、建築にしたって一番恐い

のが、自分が計画したことが失敗するという

こと。これが命とりなのです。

ですから、こうすれば失敗しますと、こう

ういうふうにしたところは、成功しましたよ

と、そういう情報を一つ職能組織として、関

係先へ常に送っておく。そうすれば、向うか

ら相談にくる。

組織とか職制とかいろいろありますけど、

これはかえようと思ってもなかなか変わりま

せんから、具体的にどんどんラプレターを送

っていく。そして恋愛関係をつくっていく。

これが一つのいわゆるあとおいをなくす決め

手じゃないかという気がします。

中山 大体予定する人にお聞きましたが今、

猫西さんがいったように、これはずっと前か

ら職能組織という形で、検討してきた時にも

話ができたわけですけど、例えば法律を改正

するとき、或いは政令を改正するとき、規則

を改正するときに、こういう職能団体に諮問

されておるかどうか。イギリスのインスペク

ターの協会の伝統では、今年はこういう問題

について、農林水産省から諮間を受けた。そ

して解答した。厚生省はけしからんやないか。

ちっとも諮間してくれないやないか。諮問よ

こさないやないか。いうふうなことを機関誌

で警いとるわけですね。

日本では残念ながら、今のところ全国的に

強力な職能団体としての食監会・環監会の場

合ですけど、そういうふうなのが出来てない

ので、国の行政、或いは大阪府の条例のサイ

ドをぎめるという時でも、そういう食監会・

環監会にこういうことを諮問するという所ま

でいっていない。まことに残念でないかと私

は息うわけです。

それだけの実力を備えなくてはいけない。

これはイギリスあたりは、大へん一生懸命に

なってしているわけです。その為にやっぱり

外接団体という一つの実があるように、もっ

と勉弛せんといかんということだと思うので

す。皆さん方が力を貯えると無視でぎない。

やはり現役の意見を聞こうということになる

はずです。またそうならんけりやいかん。湊

さんや佐々木さんが言われた職能組織として

自らを高めていく努力はすべきだと思います

どんなふうに行政が変っていくかということ

はまだわからないけれど食監、環境という職

能団体については、その能力を継続的にどう

してのばしてゆくか。その方法を追っていく。

最後に朝倉先生にお話をいただいて終りた

いと思います。只今、朝倉先生から八木先生

に、とご指名がありましたのでお願いします。

八木 先ほど中山先生のおっしゃったよう

に、職能の方々が今のような形で実習する一

つのよりどころに、我々の協会をもっと使っ

ていただきたいと思うわけです。

これは昭和30年頃から中山さんとか関君、

とか皆が一緒になって、 ){.f. 市の行政の連中

あるいは学者が一緒になって、一緒にやろう

じゃないかという形でおこってきたのです。

大いにこの協会を育てていただくことは、

大阪府・市の行政の連絡の中で、ここは一番

仲のいいグループですから、その意味でもい

いと思います。

我々の行政というのは、殆んど被害者の行

政なのです。で加害者側にたってものを言う

人に対ーして、抵抗するためには非常に問題が

あります。とくに公害行政については、完全
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に被害者の行政ですから、被害者の行政を加

害者にどう説きふせるかという問題について

は、とくに専門的に技術をもってる皆さん方

はご苦労なさると思うし、それが一つと、も

う一つは我々が保健所にいてたころ、或いは

役所におったころの食監・環監の人達と現在

の食監・環監の人達とは、非常に粒がそろっ

てきている。

その意味では、皆さま方の学問的知識とい

うものが、すぐ一つの学問的背景づけるのに

は、皆さん方非常に適任だと思うわけです。

見よう見まねでやった時代でなくて、基礎

的な学力をもった方々がいらっしゃるのです

から。そのことを結集していただいたら、私

はそれは行政のほうに反映してくると思うの

です。

今日、お話を聞いてまして、猫西さんが昔

からのことを知っておって、例え話でいいお

話をきかしていただいたのですが、例えば、

力がないから総合計画局の中でなんだという

話、これは日本の世の中でも会社の重役に、

医者は一人もいないのです。しかし会社の運

営の中に理学士・工学士・農学士の他に、や

はり医学士がおってもいいと思うわけなので

す。

日本の行政の中でもいろんな総合計画をす

る中には、やはりドクターなり公衆衛生をや

った者がいてもいいと思うのです。

ところが医者というのは、職人扱いして、

患者の胸をポンポンとたたいているのが医者

だという考えをもって、世間の人がみるから

ついそれに甘んじてしまうような形勢が非常

にあるわけなんです。

例えば建築をする場合だって、家の方で建

築基準法と医療法との調整する場合に、非常

に先ほど中山さんのおっしゃったように、問

題になったのですけれども、それくらいのこ

とが、建築等に我々がものを言うだけであり、

あと少しもものをいってないのですが、現在、

鉄筋住宅に入ってる人が、どんな悩みをもっ
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ているか、生きてる人間が入っているのに、

あの鉄筋住宅などは非常に健康上の問題があ

ると思うのです。

それに対して、医者が一つも発言していな

い。したがって、府営住宅・市営住宅を造ら

れる時も、私は環境保健局長に対してうんと、

市長さんは諮問しなくてはいけないだろうと

思います。

そういう知恵をどんどんいれていかないと

中に入ってる人はうまくいかないと思うので

すが。

そういうことも含めて、皆さん方食監・環

監の方達が大いにやっていただくことは、非

常にいいことだと思います。

協会が、ますますこういうことについても

各部長さん方にご相談申しあげて、また中山

先生も理事さんですから、その意味では大い

に中山先生のお尻たたいて欲しいと思うので

すが、こういう会を続けていぎたいと思いま

すので、ご来会の皆さん方も大いに応援して

いただきたいと思います。

中山 どうもありがとうございました。非常

にいいお話をしていただきました。

これをもって結論といたしたいと思います。

それではこれをもって終了いたします。




